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　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成１７年　９月　１２日　（月）

　　司会　鳥谷部　久美子　　　記録　小舘　和也　

	藤原香
	佐々木
	市　島
	鳥谷部
	高橋則
	高　森
	岩　藤
	村　越
	大　坂
	太　田

	○
	早退
	年休
	○
	検査
	○
	深夜
	○
	準夜
	○

	白　山
	スバベイ
	田　島
	池　田
	木　村
	山　田
	小　舘
	熊　野
	赤坂真
	川守田

	準夜
	公休
	公休
	○
	深夜
	洗濯
	○
	公休
	年休
	学校


· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 9/12～9/16まで看護記録の課内研修がメンタルケア病棟３階会議室で17:30～あるので参加して下さい。

· 記録チェック担当より～患者様の年齢を確認して記入して下さい。

· 9/16より松坂まゆみＮｓが北病棟配属になります。

＜週間予定＞

· 13日（火）１４：３０～坂本のり子様、14日（水）１４：００～横山耕生様の家族面談があります。

＜作業報告・ミーティング＞

· 横山　耕生様～先週の水曜日問診後の作業中に伏せている事があり、話を聞くと「母のせいで退院が春まで延びた。もう退院出来ない」と諦めるような発言が聞かれる。将来の夢について聞くと「結婚して働きたい」と話しますが、「できれば家でパソコンの仕事がしたい。そうでなければ父の飲食店で働きたいけど、病気の事を知らないと思うのであまり気が進まない。」と話を聞いて行くと最終的には諦めるという発言が聞かれるが、退院したいという気持ちはある為、現在、本人が何を気にしているのか、病棟でもそのことについて対応していきましょう。

＜ケアプラン検討＞

· 佐々木　淳様～現在、ふらつき・居眠り等ない為、＃１ふらつき・眠気が強いを変更しています。＃２不潔は継続します。多弁、多動あり他患者様の後を追う事、夜間の睡眠の不安定さがあります。

＃１　病状が不安定

①表情のにやつき

②気分変動

③飲水量の観察

④他患者様への干渉が目立つ際は、スタッフが介入する

⑤夜間の睡眠状態観察

＜注目患者様ケア状況＞

· 金沢　洋子様～うみねこ幸房からの情報提供

水曜日は清掃当番だが、自主的に動く様子がなく、声掛け要する事が多い。気分の良い日は演歌を歌う等のしぐさがみられる。出棟が遅く３分ぐらいの遅刻がみられる。

＊詳しくはカルテに提供書を綴じているので見て下さい。

病棟の対応として、遅刻のないように５分前の出棟確認、気分高揚時の男性患者様との接触に注意して下さい。

· 小坂　君子様～幻聴、妄想に左右された発言活発で早い時間に起床、再入眠出来ない為、深夜帯での不眠目立っています。日中の余暇時に睡眠していることもあり、現在日課に支障は無いですが、要注目中です。体重変動みられないが、深夜帯に飲水量が多い為、1日3回の体重測定は継続し観察をして下さい。

　　　　　　　　　　体重を気にして、間食を控えていましたが最近、パンやバナナなど食べており「やせるとしわが増えるから。」と話しています。担当スタッフと話し合いストレスのないようコントロールする事が必要です。

＜電話対応についての事例検討＞

　０：０５準夜帯で本人から「アルコールを少し飲んだが、不眠によるイライラあ

る」と電話がある。服薬は３～４日分を捨てたとの事で本日分は服用していない

と話している。体を休め、明日外来受診するよう伝える。

１：１０お母さまから電話で、「やや興奮して竹刀を振り回しているのでどうし

たらいいか相談ある。オンコールに連絡とれず、主治医に報告。残薬を服用する

様に指示ありその旨を御家族へ伝えると、残薬が無いことがわかっている。明日

外来受診するように伝え電話を切っている。主治医へは朝に服薬せず経過してい

る事を報告している。

· この対応の問題点

· 準夜帯で残薬が無いと話しているのに、深夜帯で気付いていない。

· オンコールに連絡が取れなかったからとすぐに主治医へ報告している。

· 当直医ではなく、主治医へ報告している。

· 家族への精神的な援助ができていない。

· どう対応すべきだったか

· 準夜帯での申し送りを確認する。

· オンコールに連絡が取れない場合は看護課長に連絡する。

· すぐに医師へするのではなく、自分で対応出来る事はする。

· 当直医へ報告後、指示があれば主治医へ報告する。

· 興奮されている場合は警察に電話して対応して頂く、避難や他の家族の協力を得られないか伝える。

· 電話があり、対応した内容を当直医へ報告する。

　　


































